
実践編家庭学習の手引き

事例

『家庭学習すくすくプロジェクト』の取組

岡山市立高島小学校

学校と家庭とがつながる
プロジェクトを通してつながる

※ 事例編は各校へのインタビューを
もとに作成しています。
なお，本文中の資料は原文のまま
掲載しています。
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職員の家庭学習についての共通理解

岡山市立高島小学校

■ 契機
○ 平成２０年度の保護者アンケートに「家庭学習について取り組んでほしい」という意見
があった。学力向上をめざすという観点からも，家庭学習を充実させる取組を進めること
とした。
○ ３学期から校内に『家庭学習すくすくプロジェクト』を立ち上げ，家庭学習について校内
で研究を始めた。
○ プロジェクトの中で，学習の前提として家庭での生活リズムが話題になり，たかしま版
『連絡ノート』を保護者と連携しながら作成することになった。

■ 理念
○ 学力向上とともに，学び方を身に付け自分で予習復習ができる児童を育てたい。
■ 方法
○ たかしま版『連絡ノート』を作成し，家庭と子ども，家庭と学校がつながりながら家庭学
習の習慣化を図る。
○ すくすくウィークを設け，家庭で普段の取組を振り返り，意識を高めるようにする。また，
子どもの実態を把握し家庭とともに今後の手立てを考え，よりよい習慣化を図る。
○ 家庭学習の校内研修を行い，内容（質・量）や点検方法等の共通理解を図る。

概要

『家庭学習すくすくプロジェクト』の取組

資料

－２４－



■ 学校自己評価アンケート
■ 全国学力・学習状況調査

【結果】 家庭での生活や学習についての課題が浮き彫りに

家庭学習すくすくプロジェクトとは

■ 『家庭学習すくすくプロジェクト』 の取組例

○ 連絡ノートの工夫

たかしま版『連絡ノート』の取組へ
○ 職員研修の取組
○ アウトメディアの取組
○ 放課後の学習会の取組

■ 『家庭学習すくすくプロジェクト』の立ち上げ
※ 学校主体で家庭と連携する取組

【ねらい】 確かな学力を身に付けること

■ 『家庭学習すくすくプロジェクト』 ３つの柱

１ 勉強する時間を決めて実行できる子どもを育てる。
２ 家庭学習の方法を会得し，意欲的に取り組む子どもを育てる。
３ 家庭との連携を大切にする。
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「連絡ノート」低・中学年資料

Ｐ，１～２

連絡ノート

※ 低中学年

は右開き

本文内容

健康は学力の
基礎となります。
生活のリズムづく
りを自分で行うこ
とができる児童を
育てます。

２年生から
は，主体的
な学習を少し
ずつめざして
いきます。

１年生では
まず，宿題を
すること。
家庭での学
習時間の確
保をめざして
いきます。

児童がデザインしたア
ユモドキのキャラクターを
使用しています。

規則正しく時間
と場を確保するこ
とが，基本的生活
習慣をつくる基礎
となります。
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「連絡ノート」高学年資料

Ｐ，１～２

※ 高学年

は左開き

本文内容

低・中学年からずっと大切にしています。

集中するこ
と，正しい姿
勢など，高学
年になっても
大切なことと
して学校と家
庭で共有して
います。

いっしょに決めることが大切です。

低・中学年よりも長
くなっています。
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５・６年生用

連絡ノート最終ページ「自主学習のアイデア」資料

２～４年生用

連絡ノート
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■ 平成２１年１月

・ 『家庭学習すくすくプロジェクト』スタート
・ 教員が，たかしま版『連絡ノート』を作成。
・ ＰＴＡ総務委員会で内容の修正。

連絡ノート完成まで

学校通信，平成２１年４月資料

教員と保護者が同じ目的に向かって，
いっしょに考え，いっしょにつくる，という
ことを大切にしています。
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連絡ノート完成まで

学校通信，平成２１年６月，９月資料

■ 平成２１年６月

・ １週間の試行期間
・ 保護者の意見の集約
・ 内容の修正

９月号

６月号

試しに使ってみて，保護者からその感
想や意見をいただき，改善を行うことにし
ました。
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学校通信，平成２１年１０月資料

■ 平成２１年１０月
・ ２回目の試行期間
・ 保護者の意見集約
・ 内容の修正
※ 保護者・ＰＴＡとのやりとりを踏まえ，意見を採り入れながら内容を決定。

■ 平成２２年１月
・ 『連絡ノート』完成
・ 本格実施
※ 学校が業者に発注し，購買で学期に１回販売。
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成果
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そのほかの取組

■アウトメディアの取組
○ 高島中学校区の保育園・幼稚園・小学校･中学校で一体となって，メディア接触の改
善について取組をしている。
○ 家庭での電子映像メディアに対する接触時間や生活の様子について実態調査を実
施した。
○ 拡大学校保健委員会での講演会や地域懇談会で，メディアに関することを話題として
取り上げ，保護者や地域の人にメディア接触の問題点について考えてもらう機会をもっ
た。
○ 実態調査の結果や取組の方法などについてのリーフレットを作成し，全家庭に配付す
るとともに，児童へ全体指導や学級指導を実施した。
○ PTAと連携し，メディアへの接触時間を少なくする取組を行った。 「アウトメディアに挑
戦」と題して，チャレンジカードを中学校区全体で同時期に配付することで家庭ぐるみの
取組につなげられるよう工夫した。
○ アウトメディアに取り組むことで，生活習慣を確立し，家族とのふれあい，家庭学習の
時間の確保につなげたい。

■放課後の学習会（岡山市放課後子ども教室推進事業）
○ 平成２１年度より実施している。
○ 基礎的な学力の底上げ，家庭学習の支援などを目的に実施している。
○ ３年生（金曜日）と４年生（火曜日）の希望者が参加している。
○ 各学年，週１回程度実施している。また，夏休みの前半，後半の１４日間実施している。
○ 1回の学習時間は４５分から６０分程度である。
○ 学習内容としては算数の授業の復習中心で，それぞれの力に合わせた進度で行って
いる。
○ 本校教員，大学生，地域の方，保護者が指導者として支援に入っている。
○ 大学生，地域の方が多くかかわってくださっていることで，きめ細かな支援や，子どもと
の交流が深まっている。
○ 保護者や児童にたいへん好評で，「算数が得意になった」「計算がすらすらできるよう
になった」との声が多く寄せられている。

放課後の学習会の様子
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岡山市立高島小学校

■校長 木元 妙子

■住所 岡山市中区国府市場１３１

■電話 ０８６（２７５）００６９

■児童数 ９２９人（５月１日現在）

■中学校区の岡山市立学校園

高島保育園

旭竜幼稚園，高島幼稚園

旭竜小学校，高島小学校

高島中学校

（平成２２年６月取材）
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